
排水弁をはずす

玉鎖の確認

金属玉鎖を切欠溝の最後まで押し込む

を使用します

赤色袋に入っている

を使用します

赤色袋に入っている

金属玉鎖を切欠溝の最後まで押し込む

浮き玉を引っぱらない
（浮き玉の位置が変わると洗浄不良になります。）

11

玉鎖が金属の場合
玉鎖が樹脂（灰）の場合

下記作業を行ってください。 便器洗浄ユニットの取り付け

「カチッ」と音がするまで押し込む

12

玉鎖の確認と取り替え

金属玉鎖

金属玉鎖

B
ここを持って引き上げる

小用玉鎖

※赤色袋の大用玉鎖と小用玉鎖を使用します。

樹脂玉鎖

樹脂玉鎖

浮き玉

（1玉取り付ける）

（1玉取り付ける）

排水弁（小）

排水弁（小）

排水弁（大）

小用玉鎖をはずす

大用玉鎖を取りはずし、新しい大用玉鎖を取り付ける

新しい小用玉鎖を取り付ける

排水弁を取り付ける

パッキンをめくる

パッキンをめくる

止水栓を閉めて、ロータンク内の水を抜いてから①～⑧の手順で部品をはずす

10

既設レバーハンドルの取りはずし

レバー（灰）

機種によっては
使用しません

玉鎖のはずし方

4 ピン

玉鎖×233

1

2

スペーサー

レバーハンドル

タンクふた

カバー

6 ナット

7

レバー5
8

①、②、③は、便器洗浄ユニットの取り替え後も
使用しますので、捨てないでください。
※③は玉鎖が金属の場合は使用しません。

※機種によって部品・ロータンクの形状が
　異なります。



13

便器洗浄ユニットの●●印を上にしてロータンクに取り付ける

ストッパーA（黒）

ナット
ワッシャーB
（切り欠きが上）

ワッシャーA
（突起が取付穴側）

取付穴

便器洗浄ユニット

表示マエ

●印が上

ワッシャーAの突起がつぶれ、ロータンクとの
スキマがなくなるまでモンキーレンチでナット
を締め付ける

コードはタンク外側に垂らす

▲印を上にして取り付け
サラねじで締め付けること

注意

印が上

コードをスリットカバーに通し、
便器洗浄ユニットを取付穴に差し込む

切り欠きが上

スリットカバーコード

ワッシャーAを根元まで押し込む（押力はかためです。）

ワッシャーA便器洗浄
ユニット

と音がするまでハンドルをはめこむ

B

便器洗浄ユニットの取り付け

レバーが抜けないことを確認する

12

貼付面は空拭きし、水分をとる
赤色袋に同梱しているスリットカ
バーを樹脂タンク内側の上面に
合わせて貼り付ける

はくり紙をはがす

既設スリットカバーは使用しません。

既設スリットカバーをはずしたあと同梱のスリットカバーを貼り付ける



B

15

スティックリモコン用のシールは
スティックリモコンの取扱説明書（袋入り）
に同梱されています。

文字の上にシールを
貼ってください。

40

コードを配線する

7

図はアプリコットF

キャップ

コードの長さは、ウォシュレットの
着脱ができる余裕を設けてください。

プラグ

ウォシュレットSタイプ

プラグ

キャップ
ウォシュレットSタイプアプリコット・PDタイプ

フック フック
プラグ プラグ

カバー

タンクふた

コードフック
コード
フック

切欠部

ねじ（フック用）
フック

便器洗浄ユニット
プラグ接続口

※コードはふたで
　つぶさないこと

コード

コードフックの貼り付け位置を決める
※水がかからない位置にしてください。

コードフックをしっかり貼り付ける
コードをふたの切欠部に通して配
線する

コードを配線し、カバー、タンクふたを取り付ける

ウォシュレットを施工する

プラグ（便器洗浄ユニット）を取り付ける

←ウォシュレット施工説明書を参照

4

キャップをはずす

プラグを横向きで根元まで確実に差し込む

キャップを取り付ける

■ プラグ接続口にキャップがついて
    いる場合

ウォシュレット背面の固定ねじをはずし、
同梱のねじ（フック用）でフックを取り付ける

プラグを横向きで根元まで確実に差し込む

プラグを下向きにして、確実にフックに引っ掛ける

■ プラグ接続口にキャップがついて
    いない場合

プラグ

貼り付け位置の表面を付属のサンド
ペーパーでこする
※こすった後の粉はとってください。

注意 ウォシュレットを施工した後、プラグの取り付けを行ってください。

はずしたねじは短いため使用
できません。

コードの長さは、ウォシュレットの
着脱ができる余裕を設けてください。

ウォシュレットにプラグ（便器洗浄ユニット）を接続する5

リモコンにシールを貼り付ける（スティックリモコンのみ）6
ウォシュレットの電源プラグをコンセントに差し込む

ウォシュレットの電源プラグを抜く

4

。

14

ハンドルと排水弁の作動を確認する
レバーがボールタップなどに干渉しないこと

排水弁が上がらない程度に玉鎖を張った状態から、
1～2玉ゆるませる

玉鎖を挿入する

排水弁（小）

排水弁（小）

レバー（灰）

レバー（灰）

排水弁（大） 排水弁（大）

この点を中心に
回転させて
取り付ける

玉鎖がたるみすぎたり、張りすぎたりしていると、
水量/止水トラブルになります。

「小」側に回したときは、上側の排水弁のみ
が開く

「大」側に回したときは、上下両方の排水弁
が開く

玉鎖を切欠部の丸いところに確実に差し込まな
いと、作動中にはずれます。

※排水弁形状が異なる場合があります。

上側の排水弁

下側の排水弁

レバー（灰）



C

スペーサー（灰）、ピンを取り付ける

C

（突起が取付穴側）（突起が取付穴側）（突起が取付穴側）

ワッシャーB

コードはタンク外側に垂らす

ワッシャーAの突起がつぶれ、ロータンクとの
スキマがなくなるまでモンキーレンチでナット
を締め付ける

ワッシャーAを根元まで押し込む（押力はかためです。）

QR・レスティカ・CSR（寒冷地）NEW CS：S790/S791系

QR・レスティカ・CSR（寒冷地）NEW CS：S790/S791系

17

　図は左給水の場合です。
　右給水の場合は、右記の
　右給水用をご覧ください。

↓

スペーサー（灰）スペーサー（灰）スペーサー（灰）

ワッシャーA

ワッシャーAワッシャーAワッシャーA

機種によっては使用しません

止水栓を閉めて、ロータンク内の水を抜いてから①～⑧の手順で
部品を取りはずす

スペーサー（灰）

ワッシャーA ワッシャーB

16

既設レバーハンドルの取りはずし

じゃばら管継手

タンクふた

ピン

レバー

玉鎖×2

4

ナット

1

2

5

レバーハンドル8
6 スペーサー7

3

①、②、③の部品は、便器洗浄ユニットの取り
替え後も使用しますので、捨てないでください。

手洗付の場合は、じゃばら管継手をゆるめて
取りはずす

※機種によって部品・ロータンクの形状が
　異なります。
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